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1. (a) 問題文に従った記号を用いること。

∂L
∂xA

1

= uA1 − γ = 0 (1)

∂L
∂xA

2

= uA2 − δ = 0 (2)

∂L
∂xB

1

= uA3 − αuB1 − βuC3 − γ = 0 (3)

∂L
∂xB

2

= −αuB2 − δ = 0 (4)

∂L
∂xC

1

= −βuC1 − γ = 0 (5)

∂L
∂xC

2

= −βuC2 − δ = 0 (6)

(b) (1),(2),(5),(6)より
uA1

uA2

=
uC1

uC2

.

(2)(4)より
α = −uA2

uB2

(2)(6)より
β = −uA2

uC2

.

これらを (3)に代入して整理すると

uA1

uA2

=
uB1

uB2

+
uA3

uA2

+
uC3

uC2

=
uC1

uC2

2. (a) いろいろな方法があるが、よく見るとすべてが z1の関数になっているので、１変数
による最大化である。

u = (24 − z1) × (2
√

z1)
2 − 24z1

を z1で微分するので、まず整理して、

u = (24 − z1) × 4z1 − 24z1

u′ = −4z1 + (24 − z1) × 4 − 24

これは z1の減少関数であるから、ちょうど u′ = 0となる z1が最大化の解である。こ
れを解いて、z1 = 9が答え。

(b) 上記の計算のうち、u′ = ...− 24の−24の部分がないのが、外部性がないとき。従っ
て、−4z1 + (24 − z1) × 4 = 0を解けばよい。このときは z1 = 12で、外部性がある
ときの 9より大きい。この理由は、(a)のときは負の外部性があるので、生産活動に
よって消費者の効用が下がってしまうから、それを考えて生産を縮小するのが効率
的だからである。（「負の外部性」というキーワードがあるとよいが、同じ趣旨のこ
とが書けていればよい。）




